


DANCE 
EARTH 

PARTY
EXILE ÜSA のプロジェクト DANCE EARTH から生まれた DANCE EARTH 
PARTY は、EXILE ÜSA、EXILE TETSUYA、Dream Shizuka からなる音
楽ユニット。これまで多彩なゲストとともにシングルの楽曲を発表してきたが、2
月 1日待望の 1st アルバム『Ⅰ（ワン）』をリリース。国内外の有名アーティストが
多数参加した同アルバムについて、メンバーが曲の誕生秘話など、ここでしか聞け
ないトークを展開する。

待望の1stアルバム『Ⅰ』をリリース！

Special
　interview

EXILE ÜSA　EXILE TETSUYA　Dream Shizuka

撮影・上岸卓史



『Ⅰ』、これからも続く旅の始まり
　これまでに 5 枚のシングルをリリースし
てきた DANCE EARTH PARTY が、待
望の1st アルバムを発売。
ÜSA（以下、Ü）「DANCE EARTH PAR 
TY のコンセプトが世界のいろいろな音楽
や文化、ダンスを取り入れて、聞いた人
が世界を旅しているような感覚になるとい
うところを目指しているので、今回は “ 音
楽の旅 ”という事をテーマにアルバムを制
作しました。アフリカからブラジルから、
本当にいろいろな国の要素が入ったアル
バムになっていますので、きっとみなさん
に楽しんでいただけると思います」
Shizuka（以下、S）「ここまで色とりど
りの楽曲が集まったのも、DANCE EAR
TH PARTY だからこそだと思います。何
でも表現できるというグループの良さが、

この楽曲のバリエーションに表れていると
思います。私自身は、ボーカルとしていろ
いろな方をお迎えして、また自分も幅広い
楽曲を歌わせていただいているので、“ 音
楽の旅 ”を自分自身も歌で楽しんでいま
す。これを聞いてもらった時に、皆さんが
どんな反応をするのか、すごくワクワクが
詰まった作品になりました」
TETSUYA（以下、T）「非常に豪華な
仕上がりになったと思います。メンツを見
ていただいたら分かると思いますが、海外
のアーティスト、国内のラッパー、そして
たくさんのシンガーや演奏者など、本当に
一流の方々が参加して下さいました。そん
なすごい方たちが、このアルバムで音楽
の旅のパーティーとして一緒に旅をして下
さり、一生の思い出に残る1枚になりまし

た」
　アルバムのタイトルは『Ⅰ（ワン）』。そ
こに込めた意味は。
Ü「僕らの旅の一発目ということで、『Ⅰ』
にしたんですけど、DANCE EARTH PAR 
TYというアーティスト名自体が “ ダンス
でアースをハッピーに ”というコンセプト
になっているので、アルバムタイトルはシ
ンプルなものがいいんじゃないかと。長い
名前とかいろいろな候補は出たんですが、
結局Ⅰ、Ⅱ、Ⅲと続いていけたらという思
いも込めて『Ⅰ』になりました。今後も僕
らの旅は続いていくよという意志の表明で
もあります」
　アルバムのリード曲『Do it!』は Shizu
ka が作詞を担当。
S「岡田マリアさんと共作で歌詞を書かせ

ていただきました。このアルバムを作るに
あたり、アルバムタイトルが『Ⅰ』という
こともありますし、このアルバムはこれま
での活動の集大成であり、スタートでもあ
るなと。そのリードとなる曲なので、何か
が変わる瞬間を分かりやすく春に例えて、
作詞をしました。自分もDANCE EARTH 
PARTY をはじめ、さまざまな活動をさせ
ていただく中で、いろいろと感じる事も多
く、等身大の自分に戻った時、決して毎日
ハッピーばかりじゃなくて、落ち込むこと
もあるなって思ったんです。でも落ち込ん
でいても、何で私は笑っているんだろうっ
て思た時に、諦めたくない気持ちや、もっ
と新たな世界を見てみたいという思いがあ
るからだということに気づき、そんな事も
メッセージとして込めさせていただきまし



た」
T「素晴らしい歌詞です。このアルバムの
リード曲っていうこともあり、より間口を
広く、いろいろな方に聞いて、共感しても
らえる曲を探していたんですけど、僕らの、
そして聞いてくれる方のスタートを表現し
た歌詞がすごくいい。去年のフェスで歌
手としての成長も感じたんですけど、作詞
家としても素敵な歌詞を書いてくれたなと
思いました。本心です（笑）」
S「照れますね（笑）」
　そういうTETSUYA も初の作詞に挑戦
している。
T「初めての経験だったので、自分の中で
はむずがゆいというか、出来上がった時
は、少し恥ずかしくなったんですけど（笑）。
も と も と DANCE EARTH PARTY で、
バースデイソングを作りたいという話が
あって、僕は誕生日じゃない日でもおめで
とうって言えるような、そんなおめでとう
ソングがいいなってずっと思っていたんで
す。去年そんな事を考えていた頃、ちょう
ど ÜSA さんの誕生日があって、Shizuka
ちゃんと僕でサプライズパーティーを企て
たんですね。それで、ÜSAさんをお祝い
したんですけど、その時のパーティーの模
様や雰囲気、ÜSAさんが言っていた言葉
がなんか頭の中に残っていて。その時に
経験した事、たくさんの仲間が集まってワ
イワイ飲んで踊って騒いだ楽しかった思
い出を歌詞の中に入れ込んだんです。そ
んなド素人の僕が書いた歌詞を、Dream

の 3 人がとっても
素敵に歌ってくれ
たので、本当に感
謝しています。1
回 Shizuka ち ゃ
んに見せた時は
“ ここはどうやっ
て歌うんですか？ 
この譜割りはどう
なっているんです
か？” って指摘さ
れてしまいました

（笑）」
S「伝えたい想い
が溢れすぎていて

（笑）」
T「入らないです 
って言ってたよね

（ 笑）。でもそう
やっていろいろ相談して、すごく助けても
らいながら完成しました」
Ü「そのパーティーなんだけど、申し訳な
いことに、前日飲み過ぎて二日酔いだった
から、次に行こうって言われた時に、ちょっ
と今日は帰りたいって言っちゃったんだよ
ね（笑）。でもみんなが熱心に誘ってくれ
て、行ってみたら最終的には “ 帰りたくな
い ”って言ってた（笑）」
T「言ってましたね（笑）。その “ 帰りたく
ない ”っていうワードだけはものすごい頭
に入っていて、それはしっかり歌詞に入っ
ているので、それを踏まえて聞いていただ

くと、非常に味わい深いかも知れませ
ん（笑）」
　選曲、曲順も 3 人で意見を出し合っ
た。
S「選曲はすんなりいったけど、曲順
はいろいろありましたよね（笑）」
Ü「そういえばあったね（笑）。今回
のアルバムは『Slow Morning』と『夜
曲〜ノクターン〜』という2つのバラー
ドがあって、それぞれ朝と夜の曲なん
です。で、もともとその前の曲が『PR 
EMIUM TEQUILA feat．DOBERM
AN INFINITY』という曲でテキーラな
ので、その流れで夜の曲『夜曲〜ノク
ターン〜』にいって、そのまま寝て、
朝を迎える『Slow Morning』っていう
流れがいいよねっていう話をしていた
んです。そうしたらShizuka ちゃんが
“ テキーラの次は絶対朝ですね ” って

（笑）。すごくこ
だわりが強かっ
た（笑）。なので、
自分の中では、
テキーラを飲ん
で踊って、その
まま寝ちゃった
んだ。それで朝
を迎えたんだっ
てストーリーを
修正して納得し
ました（笑）」
S「なぜかその
バラードの件は
譲れませんでし
た（笑）。自分
の中で逆はな
かったんです。
バラードが挟ま

ることで、次の曲が仕切り直しじゃないで
すけど、バラードはバラードで別世界とい
うか、別軸で考えていたので、夜の『夜
曲〜ノクターン〜』がきて、朝の『Slow 
Morning』はないなと。逆のほうがいいで
すと言わせていただきました（笑）。でも
それ以外は全部一緒でしたよね」
Ü「そうだね」
　そして今回の衣装は黄色がイメージカ
ラーだ。
T「もう、ハッピーと言えば黄色でしょ、
みたいな」
Ü「そしてラッキーカラーね。誰のってい
うわけじゃないけど（笑）。幸せの黄色
いハンカチじゃないですけど、幸せを
呼び込む色という意味で」
T「パッと目を引く色だし、すごくイン
パクトがあっていいなと思います。着
ただけで元気になるし、踊りたくなる」
Ü「一番最初に DANCE EARTH PA 
RTY としてみんなで撮った写真が白
だったんです。それからいろいろな世
界の音楽を試しながら、今回は黄色に
染まっているという感じですね。今後
は、赤なのか、緑なのか、ブル—なの
か…、他の色に染まっているかもしれ
ない。でもそれもまた楽しみですよね」
S「E-girls は割とカラフルな衣装が多
いんですけど、黄色一色は今までな
かったかな…。でも着てみたら元気が
出ていいなと思いました」
　１st アルバムもリリースされ、今後

の活躍が楽しみな DANCE EARTH PAR
TY。これからどんな旅をしていくのか。
Ü「今までためてきた思いなんかが、やっ
とひとつにまとまって、アウトプットする
ことができたので、これを持ってファンの
みなさんと直接会えるようなイベントをど
んどん作っていきたいですね。この曲と
ともに、みんなが参加できるようなフェス
だったり、お祭りだったりを企画していき
たい。踊ってみようっていう場があるのは
素敵だなと思うので、そういう機会を作り
たいと思います」
T「なかなか日常で踊ろうと思う瞬間って
ないと思うので、そういう場面やきっかけ
を、DANCE EARTH PARTY で増やして
いけたら」
Ü「昨年第 1回目の『DANCE EARTH  F 
ESTIVAL 2016』をやって無事成功した
ので、それをもっとみんなを巻き込める
ようなハッピーな場所に膨らましていけれ
ば。年に1回はみんなで空の下集まって、
歌って踊って過ごせれば、楽しいと思いま
せん？　そういうイベントを続けていきた
いなと思います。また、去年だけでなくなっ
てしまったお祭りが 60 個ぐらいあるとう
話を聞いたんです。やはり人口が減ったり
とか、後継者がいなくなったりとか、地方
ではそういう問題がある。そういう素敵な
のになくなってしまいそうなお祭りとかと
もコラボして、地方を盛り上げたりできれ
ば最高だなと思います」



　岡山のファンにメッセージを。
T「約 3 年の構想を経て、ものすごく豪
華なアーティストとコラボレーションした
アルバムができたので、岡山の方にもぜ
ひ聞いていただきたいです。また『Ⅰ』と
いうからには、次の旅『Ⅱ』に向けての旅
支度もしなければいけないと思っています
し、岡山の方には、これからも僕ら 3 人
の活動を見守っていただけたらうれしいで
すね。岡山の祭りともいつかコラボできた
らいいなと思います」

DANCE EARTH PARTYから
読者2名にサイン色紙をプレゼント！
応募・詳細は 00 面にて。

Messages 
to 

Okayama fans

S「岡山の皆さんはいつも本当に温かく
て元気いっぱいなので、またお会いして
笑顔の交換ができればいいなと思います。
このアルバムには 3 人の想いがいっぱい
詰まっています。それをみなさんに感じて
いただけたらうれしいです。そしてまた、
いつの日かその想いを一緒に体感しなが
ら楽しめるような場所で会えることを願っ
ています」
Ü「“ ダンスでアースをハッピーに ”とい
うテーマでこのアルバムを制作したんです

けど、まずは世界の前に日本を、そして岡
山をハッピーにしたい。ということで、今
年はぜひみなさんと一緒に岡山で踊りたい
と思います。その日を楽しみにしています
ので、待っていて下さい。
また、うらじゃ祭にもい
つの日か参加しますので、
その時は踊りを教えて下
さい」

DANCE EARTH PARTY First Album『 I』

　DANCE EARTH PARTY 待望のファーストアルバム。LIVE 
DVDとして「DANCE EARTH FESTIVAL ‘16」を収録。国内外
から豪華ゲストが参加した「HAPPY！」なアルバムに仕上がった。

参加アーティスト…EXILE THE SECOND、小林直己、今市隆二、関口メンディー、
VERBAL （m-flo / PKCZ®）、DOBERMAN INFINITY、Dream、Crystal Kay、
Happiness、RHYMESTER（Mummy-D）、Afrojack、The Skatalites、DRUM TAO、
banvox、U-zhaan

RZCD-86274/B 〜 C AL+DVD2 枚組（スマプラ対応）5500 円（税抜）
RZCD-86275/B 〜 C AL+Blu-ray　Disc2 枚組（スマプラ対応）6500 円（税抜）
RZCD-86276 AL（スマプラ対応）　3000 円（税抜）

DANCE EARTH FESTIVAL 2017
10月 開催決定 !! 千葉 幕張海浜公園 G ブロック

“ ダンスでアースをハッピーに。”
　ピースフルな空気に包まれ、大好評だった昨
年に続き、今年の秋、幕張海浜公園で『DANCE 
EARTH FESTIVAL 2017』開催決定。時代を超
えた世界中のダンスと音楽が集まるワールド・ダ
ンス・フェスティバル !!　国境、言語を越えて、 
オトコもオンナも、コドモもオトナもみんな集まっ
てハッピーな1日を楽しもう!!

http://www.danceearthfestival.com/



























DREAM ARTIST 
Special Interview Column

Vol.15   

岡山生まれのシンガーソングライター・玉川洋輔が聞く！

1st シングル「 雨 」発売中！
二度と繋がれない君を想い続ける…もう叶わないと
わかっていても。儚くも切ない極上のバラードソン
グ。【価格】3 曲入り ¥1000（税込）
Ameba：http://ameblo.jp/0912yosuke1225/
facebook・Twitter ・Instagram：玉川洋輔で検索

インタビュアー：玉川洋輔

「小さな目標を立てて少しずつ歌手に近づけたらいいな」RUNA

玉川：RUNA ちゃんはライブや作詞作曲
等しながらシンガーソングライターとし
て精力的に活動していますね。現在は小
学校５年生。シンガーソングライターに
なったのはいつ頃ですか？
RUNA：シンガーソングライターになっ
たのは 2016 年の７月ぐらいです。小さ
いころ、アイドルグループをしていて、
そこからシンガーソングライターになり
ました。（シンガーソングライターとして）
初めてライブに出たのは夏休みです。
玉川：キーボードで弾き語りをしていま
すが、楽器は習っていたんですか？
RUNA：４歳ぐらいからピアノを習って
いました。クラシックピアノなんですけど。
玉川：一度イベントでご一緒させてもらっ
たことがあるんですが、パフォーマンス、
本当にすごかった。僕も同じくキーボー
ドの弾き語りをしているので、RUNA ちゃ
んと同じステージに立つのは緊張した

よ！（笑）
RUNAさんのスタッフ：玉川さんはラ
イブ前にはどんなことに気を付けていま
すか？　例えば、どんなものを食べたり
飲んだりしているんでしょうか？　
玉川：僕は基本、ライブ前はお水しか飲
みません。人によってそれぞれあるみた
いですけどね！ 蜂蜜ドリンクやミルクが
良いとか、歌う前にからあげなどの油も
のを食べたほうが喉が潤って良いって言
う人もいるみたいですよ！ 僕はどこか苦
しくなるので、歌う前はあまり食べ物は
食べないようにしています。
RUNA&RUNAさんのスタッフ：そう
なんですね！
玉川：歌や楽器の練習はもちろんだけ
ど、手洗い・うがいとか食生活とか、しっ
かり寝るとか、そういう身の回りのことを
しっかりやっていくことも、ライブには大
切なことですよね！

on Starting Point ― RUNA のはじまり―　
「シンガーソングライターになりました」

RUNA（HUGPRO エンターテイメント所属）…4 歳からピアノを始
め、小学 2 〜 4 年生まではアイドルグループのメインボーカルとし
て活動。2016 年よりシンガーソングライターとして本格的に活動開
始。2016 年には活動拠点の岡山において数々のコンテストで入賞。
2017 年 2 月に初のシングル『HELLO 太陽』をリリースする。トヨ
タカローラプレゼンツ国際音楽祭 審査員特別賞受賞。最新情報は QRコードでアク
セス、もしくは公式サイト（http://runa.hughug-web.com）で。

玉川：今は音楽活動を頑張っているRUN 
A ちゃん。音楽の他に頑張っていること
はありますか？
RUNA：……勉強を頑張っています。
玉川：将来はどんなふうになりたいと考
えていますか？
RUNA：音楽をやりたいと思います。
玉川：それでは、夢を叶えるために頑張っ
ていることはありますか？
RUNA：歌のレッスンやピアノの練習を
しています。いっぱいいろいろなジャン
ルの曲を聞いて、オリジナル曲を増やし
ていきたいんです。今は 2 曲で、1曲は
卒業の歌を作っています。2 月には『HE 
LLO 太陽』という曲がリリースされます。
玉川：リリースおめでとう！ 聞いてみま
すね！ ちなみに曲作りはどうやっていま
すか？ 例えば曲を先に作るとか歌詞を先
に書くとか。

RUNA：歌詞も曲もいっぺんに作ります。
曲を書こうと思っていると最初は浮かば
ないんですけど、弾いているとこれいい
じゃんってなる感じですね。
玉川：10 代、20 代、その時にしか書け
ないリアルな曲ってあると思うから、 た
くさん書いて聞かせてほしいです！ 最後
に、RUNA ちゃんの夢を教えてください！
RUNA：なりたいものはいっぱいあるん
です。この間、レコーディングをさせて
いただいたんですけど、その時にいろい
ろ調整してくれた PA さんにもなりたい
なって思いました。そして、歌手になる
には何が必要なんだろうっていう小さな
目標を立ててやっていて、少しずつ歌手
に近づけたらいいなって思っています。
玉川：負けられない！　お互いに頑張っ
ていきましょう。

Make Dream Comes True ― 夢に向かって―　
「オリジナル曲を増やしていきたい」

HUGPRO エンターテイメント所属

撮影・@ryo_photography  衣装提供・着物浪漫





　2017 年初めての DANCE の道。皆様本年
もどうぞよろしくお願い致します。今年もど
んな事が起きるのか自分でもワクワクしてい
ますし、改めてまた一年で自分の目指すのは
どんな夢が叶えられるのか ?　そして、その
先にある笑顔にどれだけ出逢う事ができるの
か ? 全ては自分次第ですが、集中して楽しみ
ながら活動していきたいと思いますので皆様、
温かく見守って頂けたら幸いです。

1月は、まず東京ドームで開催された「ふ
るさと祭り 東京 2017 ー日本の祭り・故
郷の味ー」に始まり、そして EXILE THE 
SECOND LIVE TOUR 2016-2017”WILD 
WILD WARRIORS” も福岡公演から始まり
ました。昨年に引き続き、全国のアリーナを
WILD WILD WARRIORSたちは駆け抜けてい
きますし、ファンの皆様のおかげで、まだま
だ進化していける可能性があるのでは？ なん
て事も思えるツアーになっております。

　どんな活動でも可能性を広げる事は、新し
い世界を見るチャンスだし、そこにはチャレン
ジが生まれます。一つでもたくさんの新しい
扉を開けたいなんて思う今日この頃ですが．．．、
先日さっそく新しい世界を観に宮古島に行っ
てきました。

　皆さんは海の中の世界を観に行った事はあ
りますか？

　僕は、今までシュノーケルをつけて素潜り
したり、サーフィンなんかをして遊んでいた事

はありますが、今回はウェットスーツを着てタ
ンクを背負って、たくさんの機材を装着して、
海の中にお邪魔してきました。

　まずはライセンスを取るための、筆記試験
や実技講習などをするのですが、初めて海の
中でレギュレーターという空気が出る機器を
くわえて呼吸をした時は、何とも言えない感
覚で不思議でした（笑）。少しずつ深くなる
たびに不安が増して、空気の減る量も多くな
り、身体にかかる圧力も大きくなっていくので
すが、目の前に広がる世界は本当に美しくて、
言葉にするのが難しいくらいの光景でした。

　海底のダイナミックな地形や、そこにある
珊瑚と群がる魚たちに挨拶をすませて、呼吸
を落ち着かせて身体を安定させるのに苦労し
ながらも、海底よりも少し浮いた所を漂って
いると、自然の前で自分は本当にちっぽけな
存在なんだと思わさせられます。上を見上げ
て水面を見るとぼんやりと太陽がゆらゆらし
ていて、宮古島の海底の10メートルも20メー
トルも下にまで、光と暖かさを届けていて、や
はり海はとっても偉大な存在なんだと思いま
した。

　しかし、なぜスキューバーのライセンスを
取得しようとしているのかといいますと．．．。
実は昨年から WOWOW さんが EXILE THE 
SECOND の密着をしてくださっていて、今ま
でにも 6 人みんなでいろんな話やリハーサル
やステージの裏側を撮って、放送していただ
いていたのですが、今回はパフォーマーを一

人ひとり違った企画でフォーカス
して撮ってくださいました。その
中で僕は、スキューバーダイビン
グのライセンスを取得して、海の
中での水中 DANCE や、その後、
自分の感じたままに宮古島の素敵
な場所で DANCEを踊らせて頂き
ました。

　今年の自分の目標はインプット
をメインに活動しようかと決めて
いたのですが、いきなり新しい世
界をインプットできて、そこで見
た事、感じた事を、素敵な島の音
楽で DANCE ができて、幸せな経
験をする事ができました。

　自然に感謝する事で、周りの人
たちにも感謝できるようになる。

　そんな事を想いながら踊らせて
頂いたので、ぜひ皆様 1月28日
放送の WOWOWを観て頂けたら
うれしいです。

　2017 年が始まったかと思えば、
すぐに容赦なく進んでいきますが（笑）、時間
は全ての人に与えられた平等で大切な物なの
で、しっかりと呼吸を整えて、濃ゆく密な時
間にしていき、更にたくさんの笑顔と出会い
たいと思っておりますので、皆さん今年もどう
ぞよろしくお願い致します。

（TOKYO HEADLINE vol.683　2017.1.23 発行号より）

19 歳よりダンスを始め、EXILE PROFESSIONAL GYM にてインスト
ラクターを務める。2007 年に、二代目 J Soul Brothers のメンバーに
抜擢され、2009年2月25日に、アルバム『J Soul Brothers』でメジャー
デビューを果たす。そして、同年 3月1日に EXILE 新メンバーとして加
入し、2011年には、THE SECOND from EXILE としても活動を始める。
また、個人活動として 2011年に月刊 EXILE にて、自身が所長を務め
る『EXILE パフォーマンス研究所』の連載を開始する。 2013 年、眠
り of the year 2013「ベストネムリスト」の受賞を果たす。2014 年４月、
淑徳大学人文学部表現学科の客員教授に就任する。そして、2015年
４月に EXILE ÜSA が活動を行っている DANCE EARTH PARTY の正
式メンバーに選ばれる。そのほか、役者としてドラマや舞台に出演する
など、さまざまな活動を展開し、エンターテイメントの可能性を広げて
いる。

第54回

EXILE TETSUYA“男を上げる”Monthly Column supported by ANGFA

『新しい世界』
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